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正１２面体と正２０面体のどっちが丸いかを調べるために計算していて気がついたことが

あります。 

 

内接球の体積 IＶ＝４/３π(IＲ２０)
３＝１．８０８(a２０)

３にたいして、 

正１２面体の体積Ｖ１２＝２．３９５７(a２０)
３・・１３２．５％ 

正２０面体の体積Ｖ２０＝２．１８１７(a２０)
３・・１２０．７％ 

内接球の面積ＩＳ＝４π(ＩＲ２０)
２＝７．１７５(a２０)

２にたいして、 

正１２面体の面積Ｓ１２＝９．５１０１(a２０)
２・・１３２．５％ 

正２０面体の面積Ｓ２０＝８．６６０３(a２０)
２・・１２０．７％ 

 

ずいぶん計算ミスではないかと確かめたのですが、間違いないようです。正１２面体も正

２０面体も内接球にたいして体積の拡大率と表面積の拡大率が一致するのです。 

Ｖ１２/IＶ１２＝Ｓ１２/ＩＳ１２＝１．３２５… 

Ｖ２０/IＶ２０＝Ｓ２０/ＩＳ２０＝１．２０７… 

 

不思議なことがあるものだとおもって、他の３種類の正多面体についても調べてみたので

すが、あに図らんや、すべて一致しました。 

Ｖ８/IＶ８＝Ｓ８/ＩＳ８＝３√３/π＝１．６５４… 

Ｖ６/IＶ６＝Ｓ６/ＩＳ６＝６/π＝１．９１０… 

Ｖ４/IＶ４＝Ｓ４/ＩＳ４＝６√３/π＝３．３０８… 

 

つまり、 

正多面体の体積/内接球の体積＝正多面体の表面積/内接球の表面積 

ということです。 

（夏休みの自由研究でした。すべての小数表示をτとπと√を使った分数表示に変換して

いただくと説得力があると思うのですが、複雑で私の手に負えません。） 


